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５ 誘導施設の検討 
都市機能誘導区域別の都市機能施設の⽴地状況 

誘導施設の検討にあたり、都市機能誘導区域及び駅利用圏における都市機能施設

の立地状況を整理します。このデータをもとに、上位・関連計画の位置づけや関係

課との調整等を踏まえ、誘導施設を設定します。 
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■都市機能施設の⽴地状況（令和 4 年度末時点） 
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６ 防災指針の検討 
１  地形条件 

本市は標高の低いエリアに市街地が広がっており、名鉄蒲郡線・JR 東海道本線

南側の三河湾沿岸部にある、竹島ふ頭、三谷漁港、ラグーナ蒲郡地区周辺の標高

が特に低い状況となっています。また、本市には愛知県が管理する二級河川が 5

河川あり、それぞれ市街化区域内を流れています。 

■標⾼図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■市内における河川位置図（⼆級河川） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：蒲郡市災害被害想定及び防災機能評価（令和 4 年 3 月） 

出典：国土地理院地図 
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２  災害リスク等の分析⽅法 
災害ハザード情報と以下の都市情報を重ね合わせて、本市の災害リスクの分布

と都市構造との関連性や都市施設に対する被害の発生可能性を分析します。 

 

■マクロ分析において重ね合わせる都市情報 

都市情報 分析の視点 

基盤が整っている区域※ 人口密度の維持や生活利便性の向上を図るための基

盤が整っている区域について、災害リスクの影響が

大きい範囲を把握する。 

※基盤が整っている区域：春日浦地区計画の区域、土地区画整理事業の区域、都市基盤が確保さ

れている区域（地域拠点に隣接して街区等が整っている区域） 

 

 

 

 

 

 

■ミクロ分析において重ね合わせる都市情報 

都市情報 分析の視点 

建物の用途別分布 

（住宅系施設/商業系・業務・官公

庁系施設/工業系・その他施設） 

・住宅等の集積状況から災害リスクの高

い居住地を把握する。 

建物の構造別分布 

（木造/非木造） 

・木造建物の集積状況から災害リスクの

高い範囲を把握する。 

建物の階数別分布 

（1 階、2 階、3 階、4 階以上） 

・各建物において垂直避難が可能な状況

か把握する。 

要配慮者施設分布 

（医療施設、高齢者等福祉施設、 

子育て支援施設） 

・避難にあたり支援が必要な人が利用す

る施設があるか把握する。 

避難施設 

（指定避難所、地域避難所） 

・避難施設が安全性の高い位置にあるか

把握する。 

 

 

 

  

都市情報  

都市情報  
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３  災害リスク等の分析結果 
(１) 洪⽔のリスク 

・計画規模（L1）の洪⽔ 
計画規模（L1）の洪水による浸水が予想される区域では、避難にあたり支援が

必要な人が利用する、医療施設、高齢者等福祉施設、子育て支援施設が立地して

います。 

 

・想定最⼤規模（L2）の洪⽔ 
計画規模（L1）の洪水による浸水が予想される区域では、要配慮者施設や避難

施設が立地しているほか、住宅系建物が集積しています。 

浸水深が 3.0ｍを超えると、一般的な 2 階建て住宅に留まった場合に身体に危

険が及ぶ可能性が高まるとされています。居住誘導区域内で、浸水深 3.0ｍ以上

の区域は予想されていませんが、浸水深 0.5ｍ以上の 1 階部分の床上浸水が発生

するおそれがある区域が広範囲に及んでいます。 

このうち、1 階部分の床上浸水により垂直避難が困難となる平屋の住宅系施設

は、全体の約 6％となっています。 

 
・家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵⾷） 

「家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食）」が指定されている拾石川、落合川、

西田川、力川の沿岸部では、一部範囲にて住宅等が連担している状況です。 
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■計画規模（L1）による洪⽔の浸⽔深【三河塩津駅・蒲郡競艇場前駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪⽔の浸⽔深（L1） 

 

拾⽯川に沿って洪⽔（L1）に
よる浸⽔が予想されており、医
療施設が⽴地 

 洪⽔の浸⽔深（L1） 

建物⽤途別の分布 

拾⽯川に沿って洪⽔（L1）に
よる浸⽔が予想されており、住
宅系施設が集積 

要配慮者施設 避難施設 

出典：愛知県（令和 3 年 3 月 26 日時点） 



６ 防災指針の検討 

6-5 

 

■想定最⼤規模（L2）による洪⽔の浸⽔深【三河塩津駅・蒲郡競艇場前駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪⽔の浸⽔深（L2） 

 

洪⽔（L2）では、拾⽯川から
駅周辺まで⼀帯的に浸⽔が予想
されており指定避難所が⽴地 

洪⽔の浸⽔深（L2） 

建物⽤途別の分布 

洪⽔（L2）では、拾⽯川から
駅周辺まで⼀帯的に浸⽔が予想
されていることから、住宅系施
設を中⼼に床上浸⽔が発⽣する
おそれ 

出典：愛知県（令和 3 年 3 月 26 日時点） 

要配慮者施設 避難施設 
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■計画規模（L1）による洪⽔の浸⽔深【三河三⾕駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪⽔の浸⽔深（L1） 

 

⻄⽥川・⼒川沿いの⼀部範囲
で、洪⽔（L1）による浸⽔が
予想されており、医療施設、⾼
齢者等福祉施設、⼦育て⽀援施
設が⽴地 

洪⽔の浸⽔深（L1） 

建物⽤途別の分布 

⻄⽥川・⼒川沿いの⼀部範囲
で、洪⽔（L1）による浸⽔が
予想されており、住宅系施設の
ほか商業系施設等が⽴地 
 

出典：愛知県（令和 4 年 3 月 25 日時点） 

要配慮者施設 避難施設 



６ 防災指針の検討 

6-7 

 

■想定最⼤規模（L2）による洪⽔の浸⽔深【三河三⾕駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洪⽔の浸⽔深（L2） 

 

洪⽔（L2）では、⻄⽥川・⼒
川沿いから三⾕漁港にかけて、
広範囲の浸⽔が予想されてお
り、指定避難所、医療施設、⾼
齢者等福祉施設、⼦育て⽀援施
設が⽴地 
 

洪⽔の浸⽔深（L2） 

建物⽤途別の分布 

洪⽔（L2）では、⻄⽥川・⼒
川沿いから三⾕漁港にかけて、
広範囲の浸⽔が予想されている
ことから、住宅系施設を中⼼に
多くの建物で床上浸⽔が発⽣す
るおそれ 

要配慮者施設 避難施設 

出典：愛知県（令和 4 年 3 月 25 日時点） 
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■家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵⾷）【拾⽯川流域】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵⾷）【落合川流域】  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

出典：愛知県（令和 4 年 3 月 25 日時点）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河岸侵⾷（L2） 

建物⽤途別の分布 

河⼝部（拾⽯町）において、⼀
部施設で河岸侵⾷による被害が
発⽣するおそれ 

河岸侵⾷（L2） 

建物⽤途別の分布 

河川に沿って居住誘導区域が設
定されており、その境界部分に
おいて、住宅系施設を中⼼に河
岸侵⾷による被害が発⽣するお
それ 
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■家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵⾷）【⻄⽥川流域】 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：愛知県（令和 4 年 3 月 25 日時点） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

河岸侵⾷（L2） 

建物⽤途別の分布 

⻄⽥川及び⼒川は居住誘導区域
内を流れており、河川沿いに⽴
地する住宅系施設を中⼼に河岸
侵⾷による被害が発⽣するおそ
れ 
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(２) ⾼潮のリスク 
・伊勢湾台⾵規模・堤防等決壊なし（L1）の⾼潮 

伊勢湾台風規模・堤防等決壊なし（L1）の高潮により、蒲郡駅、三河三谷駅の

居住誘導区域や浜町の工業専用地域、基盤が整っている区域での浸水が想定され

ます。 

上記の災害リスクが高い範囲では、避難にあたり支援が必要な人が利用する、

医療施設、高齢者等福祉施設、子育て支援施設、各種避難施設が立地しているほ

か、低層の建物が集積しています。 

浸水深が 3.0ｍを超えると、一般的な 2 階建て住宅に留まった場合に身体に危険

が及ぶ可能性が高まるとされています（Ｐ6-7 参照）。居住誘導区域内で、浸水深

3.0ｍ以上の区域は想定されていませんが、浸水深 0.5ｍ以上の 1 階部分の床上浸

水が発生するおそれがある区域が広範囲に及んでいます。 

このうち、1階部分の床上浸水により垂直避難が困難となる平屋の住宅系施設は、

全体の約 6％となっています。 

 

・室⼾台⾵規模・堤防等決壊あり（L2）の⾼潮 
室戸台風規模・堤防等決壊あり（L2）の高潮により、竹島町北側～三谷漁港等

の北西側における一部の範囲では、浸水深が 3.0m を超えることが想定されており、

平屋や 2 階建ての家屋では垂直避難は困難であると考えられます。また、低層の

建物や要支援者が利用する施設が集積しているため、大きな被害が発生する可能

性が懸念されます。 

このうち、1 階や 2 階部分の床上浸水により垂直避難が困難となる平屋や 2 階建

ての住宅系施設は、全体の約 14％となっています。  



６ 防災指針の検討 

6-11 

 

  

参考：高潮の規模の考え方について 

愛知県では、高潮浸水予想図および高潮浸水想定区域図の作成にあた

り、過去に日本で発生した台風を参考に、外力条件を複数設定して高潮

による浸水想定を行っています。 

高潮浸水予想図（L1 規模）については、発生確率が比較的高い規模の

高潮として、愛知県で過去に甚大な高潮被害を受けた「伊勢湾台風（昭

和 34 年）」規模の台風が通過した場合を条件として設定しています。 

また、高潮浸水想定区域図（L2 規模）については、想定し得る最大規

模の高潮として、日本に接近した既往最大規模の台風である「室戸台風

（昭和 9 年）」規模の台風が通過した場合を条件として設定しています。 
出典：愛知県(三河湾・伊勢湾沿岸)高潮浸水想定区域図について（解説）  

（愛知県  令和 3 年 6 月 11 日） 
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■伊勢湾台⾵規模の⾼潮（L１）による浸⽔深【蒲郡駅、三河三⾕駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾼潮の浸⽔深（L1） 

沿岸部にかけて、⾼潮（L1）
による浸⽔が広範囲で想定され
ており、複数の医療施設、⾼齢
者等福祉施設、⼦育て⽀援施設
が⽴地 

⾼潮の浸⽔深（L1） 

建物階数別の分布 

沿岸部にかけて、⾼潮（L1）
による浸⽔が広範囲で想定され
ており、多くの建物で床上浸⽔
が発⽣するおそれ 

要配慮者施設 避難施設 

出典：愛知県（令和 3 年 6 月 11 日時点）
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■室⼾台⾵規模の⾼潮（L2）による浸⽔深【蒲郡駅、三河三⾕駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

出典：愛知県（令和 3 年 6 月 11 日時点）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⾼潮の浸⽔深（L2） 

⾼潮（L2）では、⼀部の範囲
で 2 階の⾼さ相当の浸⽔が想定
されていることから、要配慮者
や地域住⺠の安全な避難場所の
確保が必要 
 

⾼潮の浸⽔深（L2） 

建物階数別の分布 

⾼潮（L2）では、⼀部の範囲
で 2 階の⾼さ相当の浸⽔が想定
されていることから、低層の建
物では垂直避難が困難となる可
能性が⾼い 

要配慮者施設 避難施設 
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(３) 津波のリスク 
居住誘導区域では、木造家屋倒壊の危険性が高まる津波浸水深 2.0ｍを超える

想定はされていないものの、知柄漁港や竹島ふ頭、三谷漁港周辺では、一部の範

囲で床上浸水が想定されています。また、津波による被害の影響が大きいとされ

る木造住宅が集積している状況です。 
 

   参考：東日本大震災による被災現況調査結果について 

浸水深ごとの建物被災状況の構成割合を見ると、浸水深 2.0ｍ前後で建

物被災状況に大きな差があり、浸水深 2.0m 以下の場合には建物が全壊と

なる割合は大幅に低下することがわかりました。 

■浸⽔深に対する建物被害の割合 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考：基準水位について 

基準水位は、津波浸水想定で定め

る浸水深に、建築物等への衝突によ

る津波の水位上昇を考慮して認めら

れる値を加えて定める水位です。 

津波浸水想定における浸水深と同

様に地盤面からの高さ（水深）で表

示します。   

出典：津波被災市街地復興手法検討調査(とりまとめ) （国土交通省 平成 24 年 4 月）  

浸水深 2.0ｍ以上で、全壊となる建物割合が大きくなる 

出典：津波災害警戒区域の指定について

（愛知県 令和元年 7 月）

■基準⽔位の考え⽅のイメージ
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■津波災害警戒区域の浸⽔深【⻄浦駅周辺】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波の浸⽔深 

建物構造別の分布 

知柄漁港を中⼼に浸⽔が想定さ
れており、津波による被害の影
響が⼤きいとされる⽊造住宅が
集積 
 

出典：愛知県（令和元年 7 月 30 日時点） 

基準水位 構造 

津波の浸⽔深 

知柄漁港を中⼼に浸⽔が想定さ
れており、1 階部分の床上浸⽔
の発⽣が懸念される⾼齢者等福
祉施設が⽴地 

基準水位 要配慮者施設 避難施設 
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■津波災害警戒区域の浸⽔深【蒲郡駅、三河三⾕駅周辺】 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津波の浸⽔深 

建物構造別の分布 

⽵島ふ頭や三⾕漁港を中⼼に広
い範囲で浸⽔が想定されてお
り、津波による被害の影響が⼤
きいとされる⽊造住宅が集積 
 

出典：愛知県（令和元年 7 月 30 日時点） 

津波の浸⽔深 

⽵島ふ頭や三⾕漁港を中⼼に広
い範囲で浸⽔が想定されてお
り、複数の医療施設、⾼齢者等
福祉施設、⼦育て⽀援施設が⽴
地 

基準水位 構造 

基準水位 要配慮者施設 避難施設 
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(４) ⼟砂災害のリスク 
特定の開発等の行為に関して制限のある土砂災害特別警戒区域や急傾斜地崩壊

危険区域は、西浦駅、形原駅、三河塩津駅周辺の市街地等に局所的に存在する状

況です。 

■⼟砂災害特別警戒区域および⼟砂災害警戒区域【⻄浦駅周辺、三河塩津駅周辺】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

居住誘導区域において局所的に
⼟砂災害警戒区域が存在してい
るほか、居住誘導区域外におい
て⼟砂災害特別警戒区域に指定
避難所が⽴地 

⼟砂災害警戒区域 

要配慮者施設 避難施設 

⻄浦駅周辺

⻄浦中学校 

三河塩津駅周辺

塩津保育園 

出典：愛知県（令和元年 8 月 23 日時点）
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７ ⽬標値の検討 
１ ⽬標値の設定 
⽬標１︓居住誘導区域の⼈⼝密度の設定 

今後の人口減少が避けられない状況の中で、「蒲郡市まち・ひと・しごと創生人

口ビジョン」では、本市の目指す令和 42 年（2060 年）の将来人口について、国立

社会保障・人口問題研究所推計値である約 53,000 人から 8,000 人増の約 61,000 人

を設定して、地方創生にかかる取組み等を推進していく姿勢を示しています。 

本計画を策定し、居住誘導区域や都市機能誘導区域における施策を推進すること

で、人口ビジョンで増加を目指す人口の居住誘導区域内での居住を促進するととも

に、住み替え意向のある居住誘導区域外の市民が、居住誘導区域内に転居すること

を想定し、目標を設定します。 

 

 

 

①現在（H27）の⼈⼝密度 （居住誘導区域面積：1,200ha）

備考

81,100 人 H27国勢調査より

55,995 人 100ｍメッシュより算出

47 人/ha H27居住誘導区域人口/居住誘導区域面積

69 % H27居住誘導区域人口/H27市人口

②⽬標年次の⼈⼝密度
②-1 将来（R22）の推計⼈⼝（社⼈研推計値）

備考

66,959 人 H25社人研推計より

居住誘導区域人口 46,202 人 R22社人研人口の69％（H27居住割合と同程度）

居住誘導区域外人口 20,757 人

②-2 R22増加⼈⼝
備考

2,906 人 R22人口ビジョン（69,865）－R22社人研人口

2,076 人
居住誘導区域外人口の10％
（住宅ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝｱﾝｹｰﾄより）

②-3 将来（R22）⼈⼝と⼈⼝密度 （居住誘導区域面積：1,200ha）

備考

51,184 人
R22居住誘導区域人口（社人研推計値）
+（人口ビジョンR22追加人口+住み替え意向人口）

43 人/ha R22居住誘導区域人口/居住誘導区域面積

住み替え意向人口

項目 数値

R22居住誘導区域人口

R22居住誘導区域人口密度

人口ビジョンにおける
R22追加人口

項目 数値

H27市人口

H27居住誘導区域人口

H27居住誘導区域人口密度

H27居住割合

項目 数値

R22社人研人口

項目 数値
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■居住誘導区域の⼈⼝密度の設定に⽤いた⼈⼝ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82,868 85,282 85,294 85,580 84,819 83,730 82,108 82,108 82,249 81,100 78,872 76,267 73,329 
70,212 

66,959 

20,515 18,143 15,059 13,552 12,400 11,421 11,058 10,439  9,215  8,334  7,625  7,211  6,862 

57,196 58,716 59,446 57,760 54,553 53,177 50,978 47,895 46,489 44,966 42,760 40,181 36,892 

7,584 8,721 10,313 12,418 15,154 17,510 20,213 22,766 23,168 22,967 22,944 
22,820 

23,205 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17 H22 H27 R2 R7 R12 R17 R22

年少人口（0～14歳）（人） 生産年齢人口（15～64歳）（人） 老年人口（65歳以上）（人）

(人)

H27 市⼈⼝

R22 社⼈研⼈⼝

資料：（H27 まで）国勢調査，（R2 以降）国立社会保障・人口問題研究所（H25 推計）
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⼈⼝密度を達成した場合の都市機能施設徒歩圏の検証 
■医療施設徒歩圏（800ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■福祉施設徒歩圏（800ｍ） 
 

 

徒歩圏人口密度 47 人/ha

徒歩圏人口密度 45 人/ha

人口推計 R22 年 総人口（目標値）

人口推計 R22 年 総人口（目標値）
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■⼦育て⽀援施設徒歩圏（800ｍ） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■商業施設徒歩圏（800ｍ）

徒歩圏人口密度 45 人/ha

徒歩圏人口密度 47 人/ha

人口推計 R22 年 総人口（目標値）

人口推計 R22 年 総人口（目標値）
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２ 都市再⽣特別措置法に基づく届出の実績 
都市再生特別措置法に基づく届出は、計画策定時から 15 件あり、居住誘導区

域外における新築（建築等行為）が多い状況です。 

■都市再⽣特別措置法に基づき届出された誘導施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：蒲郡市資料  

■届出の実績⼀覧 

番号 関連誘導区域 行為の種別 新建物用途 旧建物用途

1 居住 開発行為 住宅（10区画） -
2 都市機能 開発行為 大規模小売店舗 -
3 都市機能 廃止 - 調剤薬局
4 都市機能 廃止 - 調剤薬局
5 居住 新築 住宅（長屋3戸） -
6 居住 新築 住宅(5区画) -
7 居住 新築 住宅(長屋10戸） -
8 居住 新築 住宅(４区画) -
9 居住 開発行為 住宅(8区画) -
10 都市機能 新築 診療所 -
11 都市機能 新築 調剤薬局 -
12 居住 新築 住宅(5区画) -
13 都市機能 開発行為 大規模小売店舗・調剤薬局 -
14 都市機能 廃止 - 診療所
15 居住 開発行為 住宅(11区画) -
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（参考：居住誘導区域における住宅系の建物の新築状況について） 

・住宅系の建物の新築状況をみると、市全体で 2,084 棟が建てられており、

そのうち 1,611 棟が居住誘導区域に建てられています。 

・居住誘導区域に建てられた新築のうち、659 棟が低未利用地等に建てられて

おり、土地の有効利用を図りつつ、居住の誘導が推進されていることが分か

ります。 

■住宅系の建物の新築状況（低未利⽤地等との重ね合わせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和 4 年度・令和 5 年度都市計画基礎調査 

 

区域 棟数 割合 

市街化調整区域   184 9％ 

市街化区域 

  1,900 91％ 

居住誘導区域 
 1,611 77％ 

うち低未利用地等※2 に立地 659 32％ 

新築※1 の住宅系の建物の総数 2,084 100％ 

※1：令和 4 年度都市計画基礎調査より、調査期間は平成 29 年 1 月 1 日～令和 3 年 12 月 31 日。 

※2：令和 5 年度都市計画基礎調査における、田、畑、山林、水面、その他自然地の総称。 
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・新築の住宅系の建物は、蒲郡中部・蒲郡羽栗池東土地区画整理事業の施行

区域周辺や春日浦地区計画地内などの基盤が整備された場所に集積してい

ます。 

■住宅系の建物の新築状況（基盤整備状況との重ね合わせ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：令和 4 年度・令和 5 年度都市計画基礎調査 

 

 

 

蒲郡中部土地区画整理事業周辺

春日浦地区計画地区内周辺 

蒲郡羽栗池東土地区画整理事業周辺  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年７月（令和６年●月一部改訂） 


